
 

 

３年生技術科でおこなっている作業は、サンドブラスト、デコットンボール、 

花壇管理です。 

３年生は、現場実習が終わったところです。作業でつけた力が生かされ 

たところは、苦手な仕事でも前向きにがんばれたこと、周りを見て素早く 

作業ができたこと、そして視野を広くもち、困っている人がいればフォロー 

したことなどです。 

生産技術科では、心得「あ・た・り・ま・え」（あ⇒あいさつは元気良く  

た⇒たのまれた仕事は最後まで り⇒りょう質な製品づくり  

ま⇒まえ向きに考える え⇒えりを正す）を大切にしています。  

（担当：K・Ｆ）       

  

  

 

 

各学年の生徒の皆さんが担当し、作業学習の様子をお知らせします。 

コロナ禍で、直接的な交流が難しい昨今ですが、この通信を通して 

地域の皆様に、生産技術科の日々をお伝えしていきたいです。 

 

  

                     北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科 HP通信   令和 2年 10月 1日   NO１ 

                9月 24日（木）晴 ジャガイモの収穫 

                手稲養護の花壇と畑、学校の畑にジャガイモを育てて 

きました。畑に必要なものは、土、太陽・水、肥料、 

そして…たっぷりの愛情💛です。 

僕たちは、水やりや花柄摘み、土寄せなど、 

手入れをしてきました。 

男爵、メークイン、キタアカリ。今回の収穫は合計 56キログラムでした。 

僕は、キタアカリのポテトサラダを作ってみようと思います。 

           （文・撮影：移植ゴテ SY） 

 初めての現場実習が無事終わった 1 年生。実習の成果や課題を整理するべく、 

作業面談が終わり、後期に向けて気持ちを新たにスタートします‼ 

      畑作業の様子をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年 

2 年 

1 年 

何もないところから… 

Ｋ・Ｓ 

１６種類の野菜を、愛情込めて

育てます。          Ｙ・Ｙ 

収穫した野菜はひとつひとつ

丁寧に包装します。  Ｓ.T 



⑦        １０月１６日に３学年の製品販売会を行いました。最初は商品が売れるか不安でソワソワした

けど、お客さんの対応をしているうちに慣れてきてソワソワした気持ちがなくなりました。人

前でも大きな声が出せて、お客さんも笑顔で製品を買っていただきうれしかったです。 

                                  （文責 生産技術科３年 Ｈ・Ｙ） 

 

 

  

 

 

 学年ごとの保護者販売会が終了しました。たくさんのご参加ありがとうございました。 

1 年生は初めての販売活動なので、とても緊張していました。自分たちが心を込めて製作した製品を、たくさんの方に

喜んで買っていただく様子を目の前で見ることができ、今後の製作の意欲につながりました。 

 

  

                   北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科 HP通信    令和２年１１月１日   NO２ 

        地域の方の冬路の安全を守る 

           コロバーズ製作作業。 

手稲区土木センターで作業をさせてもらっています。 

夏は汗だく、冬は冷え冷え･･･。でも 

みんなで協力して頑張っています。 

＜今年のキャッチコピー＞ 

・令和 newコロバーズ 

・転ばない砂利滑らない砂利コロバーズ 

・凍った路面にこれ１本 

・走るな!！コロバーズメロス    （文・撮影 S・険スコ） 

  人の役に立つことが実感できる貴重な作業です。チーム力が大切です･･･ 

 

1 年 

3 年 

２年 
今回は、紙工についてお伝えします。 

              牛乳パックから、和紙を作ります。それを、封筒などに仕立て、販売します。 

 

①牛乳パックのラミネートをはがします ⇒   ②紙をすきます   ⇒  ③封筒とポチ袋を作ります。 

（これを細かく切って、原料にします）  （色をこの段階でつけます）  （ひとつひとつ手作業です） 

   

２年 

砂利入れ 
ラベルはり

り 

ふきあげ 

分別・ラベルはがし 

ペットボトル洗い 



  

 

 

 例年、保護者や地域の方、中学生など、たくさんのお客様を迎えて行う学校祭ですが、

今年は新型コロナウイルス感染症対策として、本校生徒と職員のみの活動となりました。販売や体験活動を通し

て、他学科交流の機会となり、生徒自身が思う存分楽しみ、多くのことを知ることできた学校祭となりました。 

 

  

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         12月 １日   NO3 

       1，2年合同チームの販売、会計グループ。 

          当日は、完売めざして明るく丁寧な接客を 

          めざしました。 

   SF：接客、うまくできた!! 

  KK：最初はうまくできなかったけど、練習してできるように 

    なった。 

  NR：売りあげの計算を早くやることができた。 

  WT：元気な声で接客できた。 

    お買い上げ商品の記入や計算、お金や商品の受け渡しなど、緊張感の 

    ある仕事内容でしたが、とても正確で丁寧な仕事ぶりでした。 

 

 

 1学年が、タルトキャンドル製作体験を 

担当しました。 

 事前に作っておいた土台に、ホイップしたロウをのせ、お

好みのトッピングをして完成です。 

 分かってる作業でも、人に伝えるのは、とても緊張し、む

ずかしいことでした。接客に必要な笑顔や、はっきりとし

て声も、マスクやフェイスシールドをしていると大変でし

た。 

 でも、せっかくできることになった学校祭が、「ハッピー」

になるように、みんなで練習しました。 

 当日のアンケートで、「楽しかった」「分かりやすかった」

「説明がていねいで良かった」など書いてもらい、とても

うれしかったです。                 文：T男爵 

 

   初めての学校祭。普段当たり前に行っていることも、言葉  

   で伝えるって難しい･･･でも、想いが伝わるってとっても  

   うれしい!! 達成感一杯の体験グループでした。 

 

 

 名前の入った、オリジナルグラスを作っていただきま

した。 

 

   

 

 

 

販売 

サンドブラスト体験 キャンドル体験 

お客さんがわかりやす

いように、説明します。 

Ｔ．Ｓ ＆ Ｙ．Ｙ 

お客さんが楽しめるように、「上手ですね！」など

の言葉をかけました。                Ｋ．Ｓ 

お客さんに渡すために、仕上げをしています。     

Ｓ．Ｔ ＆ Ｙ．Ｒ 



  

 

 

          新型コロナウイルス感染症に振り回された 2020 年も、もうすぐ終わります。不安や緊張

感のある、かつてない日常でしたが、生産技術科の生徒たちは、今自分にできることを精一杯、前向きに取り組

んでいました。来る 2021 年不安なことは多々ありますが、一人一人の成長を期待し、支えていきたいです。 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         12月 25日   NO４ 

        

  25個の依頼を受け、キャンドルを作りました。 

   きれいな 3色のグラデーションになるように、色を考えました。 

 8種類のキャンドルができました。 

   流し込みをするときに、型についてきたなくならないよう気をつけました。 

   一本一本、手でみがきました。色や形、よごれがないよう、よくみてきびしく検品 

 しました。オーロラフィルムを入れて、きらきら光るようにラッピングしました。 

  心をこめて、つくりました。よろこんでもらえてうれしかったです。 

                            （文担当： CAN.S） 

 

   ＊卒業生の通っている市内の事業所から、毎年依頼をいただい 

   ています。初受注!! 責任感と緊張感をもって製作しました。 

       飲食店から、お店で使用するグラスの注文が入りました。鋭意、製作中です。 

        

    

 

 

 

   3年技術科でおこなっている作業は、サンドブラストで受注品の製作をして 

 います。主に少年団のスポーツチームのグラスやカップを作っています。 

   最近はいままでの技術や経験を使い、自分たちでシールの貼る位置やサンド 

 がけの時間を考えて製品を作っています。 

  卒業が近くなり作業の時間も少なくなりましたが、「あ・うん」の呼吸で、 

 みんなと協力しながら作業をしたいと思います。 

                                           （担当：Ｓ・Ｓ） 

1 年 

3 年 

２年 

グラスにシールを貼って、模様をつける

準備をしています。 YY ＆ KI 

砂をふきつけています 

YY 

グラスを洗って、 

傷がないか検品します 

KS ＆ YS 



  

 

 

         2021 年が明けました。まだまだ新型コロナ感染症の日々が続いています。思うようになら

ない日々ですが、生産技術科の皆さんは、いつも前向きに、今できることを全力で取り組んでいます。1，2 年生

は進級に向け、そして、３年生は卒業に向けて、一日一日は大切にしていきます。 

 

 

  

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和３年 ２月 １日   NO５ 

        冬のコロバーズ特集 

 

                  冬は寒くて、地面が凍っています。 

                  そういうときに大事なのがコロバーズです。 

                  コロバーズをまけば、すべりにくくなるので安心です。 

                  1学年 7名で、手稲区土木センターの倉庫で、協力して製作 

          しています。チームワークと声を出すのが必要な 

      作業です。みなさんも、冬とコロナを乗り越えましょう。 

                        文：ＨＡＭＭＥＲ・雪あかり 

    冬の倉庫での作業は寒くて大変ですが、区民のみなさんの 
    お役に立てると思うと、なんのその。今年もほぼ 4000 本!! 
    令和ニューバージョンのラベルを是非ご覧下さい 

1 年 

 

   

 もうすぐ卒業ですが、自分たちが今までつけた技術・経験・勘をすべて使い、自分用の卒業制作をして

います。クラスみんなの顔を、ガラスプレートにサンドブラストで吹き付けて、作品にしました。 

  一生の思い出にします。 （文責 Ｓ・Ｓ） 

3 年 

        飲食店からのグラス注文（１００個程度）の目処がついたところです。 

現在は、２学期に行われた保護者即売会で注文していただいた、95 個のグラスやカトラリー製品  

を作っています。 

カトラリーチーム    名前＆バースデイチーム   メッセージグラス担当     ラーメンチーム 

       
 

 

 

２年 

    



        

      

 いままで自分たちがつけた技術を使い卒業制作をしました。 

 ひとつめは、クラスのみんなの顔写真と名前をガラスプレートに 

サンドブラストし、記念プレートを作りました。 

 ふたつめは、自分でデザインしたマークのサンドブラストを行い、 

いろいろな作品ができました。 

 この 1年間でみんな作業能力が大きく上がりました。 

                                    （Ｈ・Ｙ） 

  

 

 

          令和 2 年度もあと一月。新型コロナウイルス感染症対応で、例年通りには行かないこと    

         が多々あり、大変な一年でしたが、生産技術科の皆さんは、今できることを精一杯取り組ん

で        いました。3 月 5 日に卒業を迎える 3 学年。新しい生活でも自分らしく輝いてほしいです。 

 

 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         ３月  １日   NO６ 

3 年 

 

 

        6月から行ってきたコロバーズ作業。今年は、みんなで協力し、4000本 

            作りました。区民の皆さんの役に立つ、コロバーズをたくさん作ることが 

            できて、よかったです。コロバーズが、たくさんつまったコンテナを運ぶの 

            が大変でした。                        （文：メークインW） 

 速報!! YouTube作っています!! 

  新生産技術科 1年生に、「技術科の作業学習はこんなことやっています!!」という、 

紹介動画を作っています。高校生活で不安なことがたくさんあると思います。 

これを見たら大丈夫!! 元気な後輩が来るのが楽しみです。 （文：マリーゴールド H） 

     1 学年の重要なコロバーズ作業。区役所の方に作業報告を行い、製作したキャンドルを 

   お渡ししてきました。開校以来続けてきた「地域の役に立つコロバーズ作業」。充実感一杯でした 

手稲区長さんとのコロバーズ贈呈式 

        保護者即売会で受注した製品が完成しました。 

随時お渡ししていきます。感想をいただけるとうれしいです。 

         

 

 

 

 

 

 

 ２年 

まずは、グラス

に模様のシール

を貼ります。 

   


